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外
日
誌
三
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五
）

山
　
本

一

清

九
月
剛
日
（
月
）

　
「
鱒
働
祭
日
」
で
今
日
も
休
み
日
Q
そ
れ
に
暑
い
の
で
、
午
前
中
に
宿
に
ゐ
六
が

午
食
後
、
外
出
し
て
、
程
近
い
P
街
の
日
本
大
使
舘
あ
煙
り
か
ら
韓
じ
て
下
町
へ

行
毒
、
一
重
博
物
舘
や
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
學
院
の
申
た
の
ぞ
い
栄
後
、
リ
ン
カ
ー
ン

紀
念
脾
の
意
慾
か
ら
、
タ
イ
ダ
ル
・
レ
ザ
ー
ブ
、
岸
の
有
名
な
日
本
櫻
の
並
ぶ
あ

六
リ
為
渉
い
肇
後
、
蹄
宿
。
夜
、
大
使
舘
の
雪
下
少
佐
に
會
ひ
、
慮
働
車
に
乗
ぜ

ら
れ
て
、
ポ
予
マ
〃
河
の
岸
あ
索
り
ま
で
ト
ラ
イ
ヴ
。

九
月
陰
日
（
火
）

　
二
口
績
壷
の
休
日
が
明
け
て
、
今
日
に
、
朝
九
畔
牛
、
早
速
、
寡
言
西
北
端
の

海
軍
天
丈
褻
准
訪
問
》
峯
長
ア
イ
ク
ル
バ
ー
ガ
ー
氏
に
迎
え
ら
れ
，
本
舘
為
一
巡

し
穴
後
、
電
ン
ド
氏
に
子
午
環
室
、
可
ジ
テ
ル
大
尉
に
窮
眞
天
頂
管
、
そ
れ

か
ら
、
A
・
ホ
当
ル
氏
に
二
十
六
吋
の
大
赤
道
儀
、
最
後
に
ピ
ー
G
．
H
・
タ
ー
ス
氏

に
太
陽
襯
測
部
二
見
ぜ
て
貰
つ
糞
。
　
　
何
ミ
雪
っ
て
も
、
来
國
東
岸
に
あ
る
随

一
の
深
交
豪
で
あ
る
。

　
午
後
、
宿
奄
引
き
挑
ひ
、
駁
雨
為
冒
し
て
外
耳
ト
ル
や
コ
ン
グ
ソ
ス
一
書
舘
の

中
為
一
話
し
れ
。
近
頃
、
日
本
人
三
野
排
斥
案
炬
通
過
さ
ぜ
雲
上
院
の
演
壇
に
立

つ
索
時
に
大
な
る
感
慨
が
あ
っ
奄

　
午
後
五
時
牟
襲
、
日
田
頃
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ァ
市
に
着
い
て
，
”
ソ
．
カ
ー
ル

ト
ン
・
ホ
テ
ル
に
入
る
〇

九
月
葺
日
（
水
）

　
朝
食
後
、
二
人
で
チ
エ
ス
ナ
ト
や
ア
ー
ケ
ト
の
街
々
准
散
歩
し
、
有
名
な
濁
立

紀
念
館
の
中
な
ご
為
見
六
三
自
分
に
汽
車
で
ス
フ
ー
ス
モ
ー
ア
（
行
吾
㌧
、
其
の
あ

ひ
だ
、
英
子
に
見
物
乗
合
車
に
乗
っ
て
、
市
内
為
見
ま
は
る
こ
定
に
す
ろ
。

　
ス
y
ー
ス
屯
ア
（
ば
十
一
疇
頃
蒲
ρ
直
ち
に
天
界
籔
か
学
び
、
墓
長
、
、
、
ヲ
ー
氏

に
ご
十
四
吋
赤
道
儀
な
ご
の
設
借
…
奄
見
ぜ
て
貰
つ
恥
。
ミ
ラ
ー
氏
に
日
食
の
熱
心

三
二

　
家
で
ヤ
明
後
（
「
九
二
山
ハ
）
年
一
h
月
に
に
東
洋
ス
マ
ト
ラ
の
皆
皿
既
食
准
㎝
観
淵
四
に
▼
行
く

　
由
准
語
ら
れ
、
｛
，
そ
の
節
、
日
本
た
訪
毅
雲
い
も
の
で
す
。
あ
な
距
の
都
合
が
好
け

れ
ば
、
ス
マ
ト
ラ
ま
で
哨
所
に
御
出
で
に
な
り
ま
ぜ
ん
か
？
」
ミ
誘
ば
れ
索
。
勿

論
、
自
分
は
行
音
れ
い
。

　
　
塵
長
名
代
の
ヰ
リ
ア
ム
君
に
午
餐
に
招
か
れ
、
後
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
宿

　
に
錦
着
9

　
　
午
後
三
時
、
ブ
イ
市
出
獲
、
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
へ
蹄
ろ
途
中
、
四
時
孚
に
プ
リ
ン
ス

　
ト
ン
で
下
車
O
し
げ
ろ
樹
海
の
下
蔭
か
、
早
遽
、
ハ
ル
ス
テ
ド
天
丈
肇
た
訪
れ
、

　
又
、
韓
じ
て
七
生
用
天
艶
出
々
訪
れ
六
が
、
蜜
長
ラ
ソ
セ
〃
氏
も
ド
ウ
ガ
ン
ド
敏
授

　
も
不
在
で
あ
っ
れ
。
　
　
休
暇
中
の
こ
で
で
あ
り
、
又
、
突
然
の
訪
問
で
あ
っ
カ

　
の
で
、
そ
れ
ば
仕
方
の
無
い
こ
ミ
。
し
か
し
、
二
人
の
婦
入
（
計
算
係
？
）
が
…
…

　
…
天
文
蜜
の
内
部
な
丁
寧
に
案
内
ぜ
ら
れ
、
別
れ
ぎ
ば
に
、
天
文
蔓
の
最
近
の
出

　
版
物
々
一
部
下
さ
つ
糞
こ
定
な
ご
、
う
れ
し
か
つ
索
。
　
　
か
れ
て
聞
い
て
ば
居

　
六
こ
定
な
が
ら
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
定
性
の
建
築
や
カ
ン
バ
ス
の
美
し
い
こ
定
。
こ

　
、
で
、
賀
川
君
が
営
っ
て
勉
強
苞
ら
れ
象
こ
ミ
な
ご
准
思
ひ
出
す
。

　
　
午
後
入
時
、
ニ
ウ
ヨ
i
〃
着
Q
プ
ロ
、
ド
エ
ー
に
近
い
プ
ン
ス
リ
ン
．
ホ
テ
ル

　
に
入
る
Q

　
九
月
皿
B
（
木
）

　
　
朝
食
後
、
先
づ
濱
の
第
十
四
突
堤
へ
行
き
、
荷
物
の
蓮
逡
の
件
た
依
頼
。
そ
れ
か

　
ら
、
ブ
ロ
ー
ド
・
エ
ー
を
渉
い
て
、
日
本
総
領
事
館
、
住
友
銀
行
、
ド
イ
ツ
領
事

　
館
、
日
本
郵
船
會
鮭
の
順
に
ま
ほ
っ
て
、
そ
れ
ノ
V
用
事
た
す
ま
ぜ
、
バ
テ
リ
ー

　
公
園
や
水
族
館
為
見
、
ひ
る
食
の
後
に
に
有
名
な
ウ
ル
チ
ー
ス
・
・
リ
ビ
ル
デ
ン
グ
の

　
最
高
黙
ま
で
昇
っ
て
、
世
界
た
見
下
す
。
五
十
入
節
の
此
の
天
上
か
ら
見
ろ
ビ
、

　
人
間
飛
會
の
小
さ
な
こ
亡
ロ

　
　
タ
方
、
散
歩
。
マ
デ
ソ
ン
廣
場
で
、
英
子
に
街
頭
天
丈
家
の
望
還
鏡
で
月
を
観

　
望
し
恥
。
見
料
金
五
仙
也
。
　
　
時
に
取
っ
て
の
一
興
ぜ
言
ふ
も
の
。

　
九
月
五
日
（
金
）

　
　
買
物
の
た
め
、
ヘ
ラ
ル
ド
廣
場
へ
行
き
、
「
だ
る
ま
」
で
食
事
中
、
ヰ
リ
ア
ム
．

　
ブ
ッ
減
キ
ビ
い
ふ
日
峯
好
き
の
米
人
に
會
つ
れ
。
曲
の
人
櫨
日
本
で
生
れ
、
父
ば

　
有
名
な
日
本
開
拓
者
フ
ル
ベ
キ
氏
で
あ
っ
た
定
い
ふ
。
不
思
議
な
人
た
二
つ
六
も
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の
だ
O
　
　
午
後
、
英
子
を
案
内
し
て
大
中
央
停
車
揚
へ
行
き
、
大
ホ
亨
ル
の
天

井
に
喬
か
れ
て
あ
ろ
星
座
の
二
重
の
誤
り
（
昨
年
宋
自
分
が
畿
見
し
れ
も
の
）
た
見

ぜ
、
そ
れ
か
ら
、
東
三
十
七
街
の
日
本
人
館
に
小
林
喜
十
郎
氏
な
訪
れ
、
次
で
叉

案
内
さ
れ
て
近
く
の
清
水
牧
師
潜
訪
れ
、
夜
十
時
頃
、
宿
に
録
る
Q

九
月
六
日
（
土
）

　
ニ
ゥ
ヨ
！
ク
ば
余
り
大
き
く
て
、
そ
れ
に
、
見
物
ず
ろ
所
が
余
り
に
貧
溺
で
、

我
々
に
匡
失
望
で
あ
ろ
。
今
日
も
、
終
日
、
買
物
な
ご
に
暮
し
、
午
後
に
ば
活
動

欝
為
見
ろ
Q

　
夜
、
宿
へ
　
小
林
氏
來
訪
〇

九
月
七
日
（
呂
）

　
朝
十
一
時
、
第
五
街
長
老
教
會
で
羅
拝
。
イ
ン
グ
”
ス
氏
の
説
教
Q

　
午
後
二
時
か
ら
、
小
林
氏
に
案
内
さ
れ
て
、
科
墨
－
博
物
館
や
美
術
館
々
見
れ
の

ち
、
プ
ロ
ン
ク
ス
の
大
鋤
物
園
な
見
に
行
つ
れ
。
此
の
動
物
園
も
、
可
な
り
大
き

く
に
あ
る
が
、
設
備
の
貼
に
於
い
て
、
ま
だ
夫
～
成
口
購
ら
し
い
も
の
が
多
か
つ
雲
〇

九
月
八
目
（
月
）

　
朝
、
自
分
に
ス
テ
ツ
ケ
ル
ト
、
英
子
に
ワ
ナ
メ
ー
カ
ー
へ
、
そ
れ
ぐ
買
ひ
物

に
行
・
き
、
そ
れ
か
ら
韓
じ
て
、
市
街
の
北
蓬
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
倉
の
内
外
や
グ
ラ
ン

ト
將
軍
の
墓
あ
み
い
り
九
～
散
歩
、
河
固
序
，
他
バ
ス
に
乖
小
っ
て
宿
に
的
即
る
。

午
後
二
時
・
宿
な
引
き
彿
ひ
、
小
林
氏
に
見
逡
ら
れ
て
、
第
五
＋
七
突
堤
よ
り

糠
定
の
フ
ソ
ン
チ
線
船
デ
・
グ
ラ
ス
に
乗
り
込
む
O
室
ば
第
二
五
〇
番
0
　
　
新

造
の
二
万
噸
ケ
ビ
ン
舶
で
，
総
勢
の
鮎
に
氣
持
ち
が
好
い
。

　
午
後
五
時
二
十
分
い
よ
一
田
帆
Q
大
ニ
ゥ
ヨ
．
1
〃
多
く
の
摩
天
縷
に
飾
ら
れ
・

れ
濱
の
夕
景
色
た
あ
ビ
に
し
て
．
正
味
二
年
間
み
募
し
表
来
國
か
去
ろ
O
　
　
船

匡
三
色
旗
に
守
ら
れ
糞
佛
國
船
で
、
ま
も
な
く
始
ま
つ
蓉
夕
食
の
卓
上
に
ば
既
に

赤
青
の
酒
が
盛
ら
れ
る
）
夜
ぽ
サ
ロ
ー
ン
で
コ
ン
サ
ー
ト
ー
。
　
　
右
舷
に
大
老

な
火
星
々
見
つ
㌧
〇

九
月
九
日
（
火
）

專
ら
米
佛
の
間
な
通
ふ
船
で
あ
ろ
に
拘
ら
ず
、
船
内
で
に
案
外
英
語
が
自
由
に

通
用
し
な
ぜ
。
瀞
i
イ
絶
ち
に
ば
手
ま
ね
付
き
の
怪
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
で
用
事
た

す
る
必
要
か
あ
る
O
ー
ー
朝
六
二
入
浴
、
入
時
食
事
、
十
鮭
音
樂
會
、
正
午
に
書

食
、
午
後
三
時
か
ら
音
樂
又
に
活
動
爲
虞
曾
、
小
供
質
ち
に
に
人
形
芝
居
、
そ
れ

か
ら
デ
イ
、
六
睡
に
晩
餐
、
九
時
か
ら
音
聾
會
、
そ
れ
が
十
時
か
ら
に
舞
踏
會
に

か
1
1
る
　
こ
れ
な
今
後
苺
臼
の
行
事
写
し
て
Q

　
今
日
の
正
午
の
船
の
位
置
、
北
緯
四
十
度
四
＋
分
、
西
経
六
十
七
度
四
十
九
分

午
後
、
甲
板
か
ら
近
く
鯨
の
遊
泳
す
る
た
見
る
〇

九
月
＋
日
（
水
）

　
今
日
か
ら
船
で
朝
刊
薪
聞
ラ
ト
ラ
ン
テ
〃
が
昇
平
さ
れ
ろ
。
　
万
波
為
主
弔
し

六
も
の
で
、
毎
日
、
無
線
電
信
で
得
ら
れ
れ
貴
界
の
近
信
が
少
し
づ
、
載
る
程
度

の
も
の
で
あ
る
が
、
之
れ
で
も
船
中
の
無
柳
な
慰
め
る
に
に
大
切
な
も
の
で
、
朝

れ
坊
に
に
手
に
入
り
か
れ
る
ほ
ざ
の
歓
迎
ぶ
り
。

．
夕
方
か
ら
東
風
強
く
、
波
な
あ
げ
、
空
に
雨
模
糠
。

　
船
の
位
置
、
（
正
午
）
、
北
緯
四
十
一
度
二
十
四
分
、
西
経
玉
十
九
度
四
十
分
O

土
均
速
力
毎
時
十
六
浬
〇

九
月
十
一
日
（
木
）

　
搬
の
ゆ
れ
ろ
ぜ
い
も
あ
っ
て
、
英
子
に
午
前
中
就
床
、
但
し
自
ら
「
朝
ね
の
績

音
で
す
」
ピ
豪
勢
ぶ
っ
て
み
ろ
。
海
ば
快
晴
、
夕
方
か
ら
霧
。

　
自
分
ば
事
務
長
か
ら
ベ
デ
カ
｝
案
内
書
な
借
り
て
、
パ
サ
の
市
街
准
研
究
し
始

め
ろ
Q

　
正
午
の
船
の
億
置
、
北
緯
四
十
二
度
十
六
分
、
西
経
五
十
一
度
六
分
。

九
月
十
二
日
（
金
）

　
空
ぼ
晴
｝
れ
↑
て
る
る
が
、
東
北
＋
果
の
一
風
が
可
な
り
あ
っ
て
、
舩
は
五
六
度
ほ
こ
傾
…

く
◎　
船
の
正
午
の
位
置
、
北
緯
四
十
四
・
度
三
十
二
分
、
西
経
四
十
二
分
三
十
五
分
。

九
月
十
三
日
（
土
）

　
波
高
い
の
で
英
子
は
終
日
就
床
。
但
し
口
で
に
元
密
な
こ
ビ
為
言
っ
て
み
る
。

そ
れ
で
居
て
、
デ
イ
ソ
ナ
ー
に
、
や
に
り
、
床
の
中
Q

　
來
ろ
十
六
日
か
ら
蜀
逸
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
開
か
れ
．
る
天
丈
協
會
（
A
G
）
に
、
れ
ミ

ひ
少
し
位
ほ
量
れ
て
も
、
自
分
ば
是
非
出
席
ず
る
積
り
で
，
今
日
ま
で
に
意
氣
込

ん
で
ゐ
六
が
、
よ
ぐ
考
へ
て
見
、
叉
、
才
華
問
の
汽
車
の
都
合
な
ご
研
究
し
て
見

る
ご
、
十
八
日
の
夕
方
に
ベ
ル
リ
ン
へ
着
（
こ
書
さ
へ
も
危
ふ
く
な
つ
六
の
で
残

三
三
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念
な
が
ら
、
此
の
猫
逸
人
り
か
噺
然
止
す
こ
亡
に
決
．
与
す
G

　
船
の
正
午
の
位
置
、
北
緯
四
十
六
度
五
十
六
分
、
西
経
三
十
四
度
二
十
分
置

九
月
滞
日
（
興
）

　
波
・
止
ま
す
、
船
牒
左
右
へ
十
度
も
傾
く
や
・
り
に
．
な
つ
富
津
り
れ
ご
、
五
口
々
一
剛
入
に

少
し
ば
馴
れ
カ
も
の
か
、
氣
分
好
く
て
、
床
か
ら
起
き
上
っ
て
了
つ
六
〇

　
日
曜
で
ば
あ
る
が
、
船
客
に
皆
フ
ラ
ン
ス
式
の
不
信
仰
者
ぽ
か
リ
書
見
え
て
、

禮
拝
も
何
も
無
し
。
夜
更
け
て
の
舞
踏
會
ば
中
止
さ
れ
六
が
、
煮
れ
に
船
の
傾
斜

が
甚
だ
し
く
て
、
ε
て
も
踊
れ
な
い
か
ら
で
あ
っ
．
糞
。

　
正
午
の
船
の
位
置
O
北
緯
四
十
・
入
度
一
二
十
山
ハ
分
、
鼎
四
経
二
十
五
度
十
二
分
。

丸
月
十
尽
目
（
月
）

　
も
に
や
航
海
の
末
も
短
か
く
な
っ
て
來
て
、
今
日
に
吾
々
も
船
倉
で
荷
物
の
取

り
憎
め
な
ご
し
糞
。
同
時
に
、
舶
客
相
互
の
親
し
み
も
檜
し
て
來
負
今
夜
ば
假

装
ダ
ン
ス
が
催
さ
れ
る
筈
で
、
皆
も
書
の
内
か
ら
に
し
や
ぎ
、
夕
食
の
時
に
ば
一

同
，
紙
の
ボ
ン
ネ
ソ
ト
を
冠
っ
て
食
阜
に
つ
い
穴
り
し
糞
Q
　
　
し
か
し
船
窓
の

外
に
、
や
ば
り
、
声
々
ビ
し
六
尺
定
海
の
み
で
、
出
帆
以
來
何
物
も
見
え
す
，
人

間
証
曾
か
ら
ぽ
全
く
線
た
切
ら
れ
糞
や
う
な
淋
し
さ
で
あ
っ
れ
。
糞
ま
一
、
午

後
八
時
牛
、
我
か
船
が
小
運
船
た
忍
び
抜
身
㌦
互
ひ
に
ハ
ン
ケ
チ
た
振
っ
て
相
圖

し
合
つ
六
の
が
乗
船
者
二
歳
の
心
た
引
音
立
て
弘
ム
。

　
正
午
の
船
の
位
置
，
北
緯
四
十
九
度
四
十
二
分
、
西
経
十
五
度
四
十
三
分
。

九
月
†
六
日
目
火
）

　
い
よ
一
到
浩
の
ロ
が
近
く
な
つ
☆
の
で
．
一
同
、
何
ミ
な
く
ざ
わ
つ
く
）
正

午
頃
よ
り
船
の
左
右
に
ば
漁
舟
為
多
く
見
受
け
る
や
う
に
な
り
、
鰍
州
の
岸
が
近

い
こ
ぜ
為
思
ば
ぜ
ら
れ
歪
。
午
後
一
時
牛
に
ば
英
風
の
リ
ザ
ー
ド
岬
准
ば
る
か
左

舷
に
望
み
、
い
よ
一
船
ば
英
佛
海
峡
に
入
ろ
。
風
採
西
の
弱
風
ピ
な
り
、
波
も

納
ま
つ
象
。
　
夜
牛
、
フ
ラ
ン
ス
海
岸
の
燈
火
た
見
る
Q

　
正
午
の
位
概
、
北
緯
四
十
九
度
四
十
三
分
、
西
経
五
度
四
十
四
分
。

九
月
十
七
B
（
水
）

　
昨
夜
々
孚
過
ぎ
、
船
に
ア
ー
ヴ
ル
の
燈
山
門
た
目
あ
て
に
其
の
港
へ
近
づ
く
。
「
い

よ
ー
フ
ラ
ン
ス
だ
」
ぜ
思
ふ
ぜ
、
自
分
に
、
｝
昨
年
の
秋
、
薫
掛
洋
為
超
へ

て
カ
ナ
ダ
の
岸
に
近
づ
い
高
言
定
日
じ
く
、
嬉
し
く
て
眠
ら
れ
な
い
。
ケ
ビ
ン
の

三
四

窓
か
ら
海
な
眺
め
／
～
し
旗
O
夜
の
あ
け
ろ
頃
、
少
し
く
眠
っ
た
ビ
思
っ
て
、
ふ

ぜ
眼
た
さ
ま
し
て
見
る
定
，
既
に
吾
々
に
ア
ー
ヴ
〃
の
港
内
に
碇
泊
し
て
み
る
Q

　
特
別
の
時
問
割
で
、
今
日
ば
朝
食
が
六
暗
〇
七
畦
過
ぎ
か
ら
に
族
券
．
の
検
査
、

っ
穿
い
て
税
關
吏
の
手
荷
物
検
査
Q
詣
れ
で
、
い
よ
く
上
陸
詐
可
ビ
な
る
。
船

客
ぱ
殆
ん
ご
全
部
、
特
別
仕
立
て
の
急
行
列
寧
で
、
入
．
時
四
十
分
獲
、
パ
リ
に
向

ふ
）　
ア
ー
ヴ
ル
か
出
て
、
ル
ー
ア
ン
潜
経
て
パ
リ
ま
で
、
セ
ー
ヌ
河
の
う
る
ほ
ず
亭

野
か
、
東
へ
一
伽
ひ
た
走
講
り
に
噸
走
る
〇
　
　
一
刻
緊
々
、
岬
化
の
。
バ
リ
へ
近
6
く
の

か
ピ
思
ふ
心
の
中
ば
嬉
し
か
つ
カ
が
、
此
の
感
想
の
套
ぴ
に
幾
倍
し
て
、
案
外
な

喜
溌
は
、
列
車
の
窓
外
た
走
る
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
の
青
々
芝
し
六
野
の
景
色
で
あ
っ

六
。
自
分
に
し
て
見
れ
ば
、
日
本
な
出
て
以
來
二
年
以
上
も
過
し
糞
北
米
の
野
山

ば
、
大
は
大
な
り
ミ
い
へ
こ
も
、
野
に
草
少
な
く
、
山
に
樹
乏
し
い
殺
風
景
な
も

の
で
あ
っ
六
〇
馴
れ
て
、
近
頃
ば
幾
分
威
心
C
な
く
な
つ
れ
亡
げ
n
い
へ
、
盤
…
音
鋤
識
中

に
も
存
し
て
み
れ
一
種
の
’
淋
し
み
に
、
今
。
到
ろ
羅
馬
人
の
手
に
育
て
ら
れ
て
青

々
亡
美
し
い
装
像
ひ
か
で
ろ
此
の
北
フ
ラ
ン
ス
の
景
色
に
よ
っ
て
、
始
め
て
甦
へ

つ
六
よ
う
に
感
じ
ろ
。

　
汽
車
ば
、
正
午
過
ぎ
雫
時
、
パ
ー
ー
の
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
停
車
笏
に
着
。
か
れ
て
研

究
し
て
置
い
カ
パ
サ
の
地
理
な
雲
よ
り
に
、
早
速
、
地
下
電
車
で
エ
ト
ヲ
ル
に
行

き
、
ク
レ
ー
ベ
ッ
街
の
ホ
テ
ル
。
マ
セ
ス
テ
〃
に
入
る
。

　
午
後
ば
大
使
舘
な
訪
ね
、
次
で
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
騨
で
大
密
な
荷
物
類
の
税
關

検
査
た
終
、
夕
方
、
ホ
テ
ル
・
ア
ン
テ
ル
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
に
京
都
か
ら
來
着
の
大
谷

松
山
爾
教
授
潜
訪
問
）
六
ま
ノ
、
同
所
で
同
志
杜
か
ら
の
大
塚
恒
藤
早
着
に
も
會

つ
六
。
．
　
不
思
鈍
な
會
合
！

　
山
佼
匡
シ
ヤ
ン
セ
リ
セ
ー
た
散
歩
〇

九
月
十
八
日
（
木
）

　
近
々
ス
ペ
ン
行
き
の
準
備
定
し
て
、
モ
ン
マ
ー
ト
ル
の
一
店
で
大
急
ぎ
ジ
ヤ
ク

ト
々
一
着
注
文
、
夕
方
に
に
假
縫
ひ
ご
い
ふ
早
や
わ
ざ
。

　
午
後
、
松
山
氏
等
の
ホ
テ
ル
・
「
ア
ン
チ
即
」
へ
吾
々
も
移
輯
。

　
夜
、
散
歩
し
て
、
ナ
ペ
ラ
附
近
か
ら
イ
タ
リ
ア
街
の
あ
六
q
た
心
い
れ
が
、
こ

う
し
糞
街
路
の
お
も
て
の
夜
景
に
ニ
ウ
ヨ
ー
グ
の
ブ
ロ
ー
ド
エ
ー
の
方
が
盛
ん
で
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あ
ろ
、
但
し
う
ら
に
知
ら
な
い
が
〇

九
月
十
九
臼
（
金
）

　
ス
ペ
イ
ン
行
き
の
臼
が
近
い
の
で
、
パ
リ
に
滞
在
拭
し
て
み
る
も
の
の
、
落
付

い
六
見
物
な
ご
ぱ
出
來
な
い
Q
今
日
も
朝
か
ら
、
銀
行
や
、
領
事
館
や
、
族
行
會

肚
な
ご
へ
行
っ
て
、
ひ
糞
す
ら
大
陸
族
行
の
準
備
。
し
か
し
，
か
う
し
糞
仕
事
が

ご
ん
一
濟
ん
で
行
く
の
匡
氣
持
ち
が
好
か
つ
カ
Q

　
夜
、
ま
乳
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
を
散
歩
。

九
月
二
十
日
（
土
）

　
朝
、
｝
寸
の
暇
准
利
用
し
て
、
ト
ロ
カ
デ
ロ
の
博
物
館
州
、
そ
れ
か
ら
ア
イ
フ
ェ

ツ
塔
あ
穴
り
ま
で
の
蜜
い
公
園
為
見
。
眞
に
パ
リ
ら
し
い
晴
れ
ぐ
し
自
彊
持
に

な
る
Q
正
午
、
途
上
、
ラ
オ
ス
街
に
永
井
琉
た
訪
ひ
、
午
後
に
又
イ
タ
リ
や
街
か

ら
ナ
ベ
ラ
街
あ
郭
リ
で
、
靴
や
ヲ
ヤ
ソ
や
帽
子
な
ご
ビ
、
叉
も
族
行
準
備
。
夕
方

に
に
注
文
の
服
も
碍
來
上
っ
て
、
準
備
’
μ
殆
ん
ご
完
成
し
糞
）

九
月
二
十
幽
漏
（
日
）

　
A
「
R
ロ
ほ
ス
ペ
イ
ン
へ
向
ゆ
り
出
　
蛮
す
・
る
魚
舌
で
あ
っ
衷
が
r
、
葦
葺
あ
朗
唱
四
士
が
ド
す
う
ン

ダ
か
ら
來
着
さ
れ
六
定
聞
き
、
吾
々
に
出
獲
な
中
止
し
て
、
松
山
大
谷
爾
氏
定
共

に
ホ
テ
レ
・
イ
エ
ナ
に
同
博
士
た
訪
れ
、
可
な
り
時
間
た
か
け
て
、
來
ろ
マ
ド
リ

ド
會
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
准
研
究
Q

　
午
後
ほ
荷
作
り
。
夜
ば
偶
々
會
つ
六
眞
下
氏
に
案
内
さ
れ
て
、
イ
タ
リ
ャ
街
の

散
歩
た
し
六
◎

太
陽

赤赤
緯：経

四
月
の
天
象

助
教
授
理
學
士
上
田

魚
星
座
よ
リ
牡
羊
星
座
に
移
ろ
。

一
日
正
午

　
O
蒔
三
八
分

（
十
）
四
度
一
入
分

「
六
日
正
午

　
　
　
一
時
三
三
分

　
（
十
）
九
度
五
四
分

穣

覗
牛
狸

水
中
祠
差

置上
弦
置
月
下
弦

水最前最新
星遠近蓮月

一山

n
分
〇
二
秒

　
八
秒
八
0

一
五
分
五
八
秒

入
秒
七
七

　
　
一
日
一
七
時
一
二
分

　
　
九
日
＝
一
聴
三
三
分

　
工
ハ
ロ
○
入
時
四
〇
分

　
一
ご
二
日
一
一
時
二
入
分

　
　
一
日
哺
入
時
入

　
一
四
口
〇
七
時
二

　
二
九
日
「
四
時
○

魚
星
座
よ
り
牡
羊
星
座
に
入
れ
ご
、
す
ぐ
逆
行
し
て
魚
星
座
に
戻
る
。
上

中
旬
匡
賓
の
星
に
て
下
旬
ば
曉
の
星
な
9
1
0

入
H
二
｛
時
留
ビ
な
り
、
今
迄
の
順
行
が
蓉
じ
て
逆
行
に
う
つ
る
。

一
九
日
0
二
時
太
陽
ミ
内
合
た
な
し
曉
の
星
定
な
ろ
。

二
流
日
一
〇
時
黄
道
面
為
北
よ
り
南
に
通
過
す
。

　
　
　
　
一
日
Q
暗

赤
径
　
　
　
一
時
四
五
分

赤
緯
　
（
十
）
一
三
度
三
九
分

覗
牛
痙
　
　
　
三
秒
入
三

一
六
日
○
時

　
　
　
一
畔
四
九
分

（
十
）
噌
三
度
四
九
分

野
　
　
五
秒
六
〇

光
級
に
月
初
（
十
）
○
・
三
等
よ
り
段
々
嚢
へ
↓
九
日
頃
（
十
）
三
・
一
等
位
に
還
し
其

後
漸
次
光
度
な
快
復
し
て
月
末
に
に
（
十
）
一
・
七
等
に
至
る
。

金
星
　
曉
の
星
な
り
っ
月
の
終
り
に
至
つ
丈
宵
の
星
ビ
な
ろ
。
魚
星
座
よ
リ
順
行

し
て
鯨
星
座
に
入
る
Q

赤
経
　
　
　
　
0
時
一
入
分
　
　
　
　
　
　
一
時
二
七
分

赤
緯
　
　
（
十
）
0
度
二
五
分
　
　
　
　
（
十
）
七
度
四
九
分

覗
宇
雀
　
　
　
　
四
秒
九
一
　
　
　
　
　
　
四
秒
入
七
、

ご
四
日
一
〇
時
太
陽
ξ
外
合
を
な
し
て
以
後
脊
の
星
ぜ
な
ろ
。

光
級
に
引
績
音
（
「
）
三
・
四
等
な
保
ち
て
下
雫
月
に
は
更
に
（
触
）
三
・
五
等
オ
な
る

火
星
牡
牛
星
座
々
順
行
す
ろ
夕
方
の
星
な
り
。

三
五


